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一 思考力B判断力匂表現力を高めるために
















































































































付けたい力 学期 学習内容 (教材) 学習内容
○根拠をもとに, 第 【覇掛 マこあたって ･【覇宮村耕すたし功を嘩暗する自分の考えを表現する力 噺 ム 言酎~とき噸 姑を考え 問答をするo●撒 ･自然 退潮 つりや日本成 季酌南と功 て考え急
○構成を考え,まとめる力多角的な視点から考え,表現す 1学期2時間 嘩節｣内山 節 ､衰朝牢する
● 蘭 抄 ･筆酔)体験したr美u¶親 や担罰観.人望軌こ功T⊂磯村も
一美u噸 力噺 - ･自分嘩 験したr美u噸鞄を軸 と英司事拭抑 て書くo
湘妬部:構畝 析 喝汰的 の分析 ･毒舌を元瀬 棚 誘えるo
★視点額 える階胡乱 コマ潟画 ･鮒 瀬臆か胡妬裂靖肘乍し月はの鼠 をヽ明瀞帆●≪｣朝≫ ･掛 軸
る力○情報を的確にとらえ,整理し, 隈野qJ茶目障巨之介 ･事象相勿のし情 健車鄭甥軸物 も
第2学 瀬J写.言親日｢フランス醜 聞 やコ′t/J(功鰐 ･ヰ幸辰を整哩u確執 らヽ詳細封和 iヽ諸附の舟1上項親樹 りヽ易く伝えるo
●く錯哨証文≫ 本鰍 執 筆棚 脚 も
伝える力○情報を分析 .解釈,評価する力ものの見方,感じ方,考え方を豊かにする力 r水梱 山崎田口 ･日本と西紬 壕分析し 日本対側 軸牢す亀
親日 F刀が熟す取った層位朝敵的講評 =LJ]%ヽりや㌻く伝える.
期34時間 闇 内r肘瑚 執 牌 L断し 優矧樹立冊等ミ列を考えて書く.
嘩酷文Jの乍戒 ･事実と意見を区別し 分かり易く言凱
●例言勅 ･鮒 弓動やLi情 考え側 部満開ゴロしなが瑚 牢する.
りイJJ 井上ひさし L作卸)テー マ(=1て考えるo
愉 析 ′巧グラフうイティンブ 給紙新し 角樹 るO分析コ捌 牌功ナをするo
｢冬の景色｣r敦榊 亀 ･分析.銅釈し臓 巧グラフ.ライティングで書くo
●覇渦紋≫ ･構裁摘 吟,筆≠紅東和㈱
憾 ヒす磯 高山博 ･榔 嘩妙 朝牢し イ む
第3学 ★絵と言紬 析J鰯釈マルク.シャガづレ｢サー カス｣アンリりレソー 噸浄｣●トトカース｣中剛牡たLb憾 甑ザきったとき｣茨和のり子 ･情報彰)析J郁新し 自分なりの考え㈱ 劃 T㈲ 立て 泰尉~るo
























































④実践4 ( ｢絵の分析 パラグラフ｡ライティ






























































































































































































































































































































































































表2 ｢絵と詩の分析 ｡解釈｣ 学習計画 (7時間計画) *3時間目は研究授業
目指す生徒の姿 学習活動 (時数)
適籍竺テキストと弗動態竺テキストとを比較し 1.E裾 中也項寺トリ､-.カス｣とシャガづ噸 画『サ｢カス』を比赦し 作鉛城 島点.相違点を見
ながら興味をもつ仰 -マに迫つTいく 出しながら,分析することによって,汚鞄 瑚覇尺蜘 くヽo
ことが出来るO (意欲.関山.態勢 イ臥 供通点.相違点を色弓lP)一翼歓碍こ書き込摘 -ク+}レ-プ QU法で掲畠責.相違点を出し合いな
がら話し合う)一十斉鍵田項舌し桑もせふまえ 読み取ったところを発表しながら鞄 のテ一一マに
一九て獅 舌し合うo (2)
作品を見て,表現の特色を一頭み ながら,作尉こ 2.アンリ.ルソー 礎 画階浄』を見て 描桶でているモチ フーに/功て,描bれている事実を宅売み
織られている事実をもとに話し合うことが出来 取り,感じたこと,考えたこと,作鮎かテ一マに′淡て言乱冶七サイトルをつけも
るo 房吉すこと.聞くこと) イ臥 伴習プリントに書き込摘 -クシレプ (プリントに書き込んだことを出し合し蘭し合う)--育
㈹ ゑ出し合う) *研発受業(1)
詩のことをボラし-マにづ′て,ルソ傭 売 3.茨桓)り子(項寺翫たLbト番きれレ潜 ったとき｣とアンリ.ルソー で絵画剛 を比赦し 2
み取ったことを活用しながら,考えることが出来 -x)偶もの共通点.相違点を挙プながら,詩かテー マに-功て考えていく.




めたことを元こし自分か考え御 領こ書くことが出来るo (書くこと) 成すao 作酎傷跡 篤 (1)
f 読玖 自己の〕建紅雑観こ瑠泣て 5.鑑蜘 ＼評簡㌻ao自己働 灘穀するO 膨 キストと兆き輸裡拝キスト(普
5 到達点と課題
本研究においては,生徒の ｢思考力 ･判断力 ･
表現力｣を高めるために了国語総合(現代文分野)｣
の授業を通して付けたい力を明確にし,体系的 ･
系統的な年間計画を作成 ･実践し,考察を加える
ことができた｡
今後更に考察を加えていくべき点としては,大
きく以下2点が挙げられる｡
･｢言語技術｣的なものに偏り,内容の読解等が
薄くなっていないか｡
･他教科や教育活動全体における言語活動といか
に連携させ,国語で付けた力を活用させられる
か｡
今後実践を積みながら更に検証し,授業改善の
ためのフレー ムを確かなものとしていきたい｡
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